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の応用。 

(1)重力と電磁気力の類似を逆二乗の法則だけではなく、 
(2)力の発生過程までのさかのぼることができる。 
(3)その結果、電磁気力と同様の相対論不変の方程式を得ることができる。 

(A) 電磁気力の発生(静止重力源を想定して、電荷も静止状態とすると
0

1
4

e
r

φ
πε

= 、 =A 0 ) 

i(電磁気とポテンシャルの関係)・・” ,+ − ”はローレンツ変換不変を表す。 
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である。 

(B)重力との類似 

一般に質量M のポテンシャル
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(A)と(B)の下線部を比較すると、重力も電磁気力と同じメカニズムで発生すると考えることができる。 

 

(C)重力の方程式(相対論不変) 
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詳しくは http://www.nbu.ac.jp/~takemoto/genko.html 
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